
令和４年度学校保健安全委員会資料

令和４年７月７日 １３：３０～ 視聴覚室



男子 女子

身長･cm 体重･kg 身長･cm 体重･kg

１年生 116.9 21.9 115.1 20.6 

117.5 22.0 116.7 21.5 

２年生 121.9 23.9 121.0 23.8 

123.5 24.9 122.6 24.3 

３年生 128.1 27.1 127.2 26.9 

129.1 28.4 128.5 27.4 

４年生 133.8 31.5 134.5 30.2 

134.5 32.0 134.8 31.1 

５年生 138.3 34.5 139.9 33.6 

140.1 35.9 141.5 35.4 

６年生 145.8 39.8 147.4 40.0 

146.6 40.4 148.0 39.0 

※下欄は全国平均（R２年度）

１．発育測定の結果について

令和２年度については，新型コロナ
ウイルス感染症の影響により，６月
30 日までに 実施しなければならな
いところを年度末までに実施するこ
ととなったため，成長の著しい時期
において測定時期が異なったデータ
を集計したも のとなっており，測定
値がかなり大きいものとなってい
る。
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・昨年度と比較して、
1.0以上見える割合が
10％程度低下してい
るのは、現2年生、現
6年生である。

・現4年生に視力低下
者が多く､高学年に
なってからの更なる視
力低下が気になるとこ
ろである。

２．視力測定の結果について



・文科省からタブレット使用の際の注意喚起が出ていますので、お気をつけください。
・眼科校医の木村先生は、米国眼科学会議の「20-20-20」ルールを推奨されています。連続して 20 分デジタル端末画面を見たり、画
面の文章を読むなどをすれば、20 フィート（約 6m）離れたところを 20 秒間眺める、という決め事で、30 ㎝以内の近業作業を意識
的に減じる方策だそうです。特にタブレットなどの学習の時には意識して取り組んでください。



３．歯科検診の結果について
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・昨年度と比較して、現2年生、現３年生は昨年度に比べてう歯の児童の割合が１０％以上減少している。
・逆に、現4年生は、う歯の児童の割合が増えている。
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４．その他健康診断で多かった疾患や気になる疾患について
（カッコ内の数字は保健調査票から読み取って集計したもの）

食物アレルギー

ある特定の食物に対して、体が過敏に反応し、蕁
麻疹や喘息、嘔吐・下痢などの症状を示す病気で
す。症状のひどい人は、アナフィラキシーショック（血
圧低下・呼吸困難・意識混濁等）といって、命に関
わることがあります。

★（8.8％）

★８．３％（１２．１％）

★２．４％★０．７％ （ ８．２％）
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※１・２年生：９時半 ３・４年生：１０時 ５・６年生：１０時半 までに５日以上就寝した児童の割合を示す。

○朝食に主食を食べる児童の割合は、全体の平均で
は88.6％でした。
高学年の摂取率が少し低い傾向にあるので、中学
校への進学に向けて、朝ごはんを含めた規則正し
い生活リズムを営んでいくことが必要だと思いま
す。これから委員会活動や保健指導で、更に啓発
していく必要性を感じています。

○低学年では、週５日でも、９時半までに就寝する
児童が８０％以下とかなり少なくなっています。
また、４年生も週５日でも１０時までに就寝出来
ない児童が約３割となっており、睡眠の必要性に
特化して啓発していく必要性も感じています。


